
チェック ２５１工業簿記２級講座
得

20氏名 （問題・答案用紙） 点 ／

問 題 当社は製品Ｘを量産し、製品原価の計算の方法は単純総合原価計算により行って

いる。次の にもとづいて、下記の問いに答えなさい。なお、原価投入額［資料］

を完成品総合原価と月末仕掛品原価に配分する方法として平均法を用いること。

〔資 料〕

［生産データ］ ［原価データ］

月初仕掛品 800 kg（50％） 月初仕掛品原価

当 月 投 入 3,200 原 料 費 1,600,000 円

合 計 4,000 kg 加 工 費 749,500

差引：正 常 減 損 200 小 計 2,349,500 円

月末仕掛品 800 （50％） 当月製造費用

完 成 品 3,000 kg 原 料 費 7,520,000 円

（注）原料は工程の始点で投入し、 加 工 費 7,573,700

( )内は加工費の進捗度である。 小 計 15,093,700 円

合 計 17,443,200 円

問１ 正常減損は工程の終点で発生したものとして、その正常減損費をすべて完成品

に負担させる場合の総合原価計算表を完成しなさい。

総 合 原 価 計 算 表 （単位：円）

原 料 費 加 工 費 合 計

月 初 仕 掛 品 原 価 1,600,000 749,500 2,349,500

当 月 製 造 費 用 7,520,000 7,573,700 15,093,000

合 計 9,120,000 8,323,200 17,443,200

差引：月末仕掛品原価 （ ） （ ） （ ）

完成品総合原価 （ ） （ ） （ ）

問２ 正常減損は工程の途中で発生したものとして、度外視法による場合の総合原価

計算表を完成しなさい。 総 合 原 価 計 算 表 （単位：円）

原 料 費 加 工 費 合 計

月 初 仕 掛 品 原 価 1,600,000 749,500 2,349,500

当 月 製 造 費 用 7,520,000 7,573,700 15,093,000

合 計 9,120,000 8,323,200 17,443,200

差引：月末仕掛品原価 （ ） （ ） （ ）

完成品総合原価 （ ） （ ） （ ）



チェック ２５１工業簿記２級講座
（解答解説１） ２点

問 題 当社は製品Ｘを量産し、製品原価の計算の方法は単純総合原価計算により行って

いる。次の にもとづいて、下記の問いに答えなさい。なお、原価投入額［資料］

を完成品総合原価と月末仕掛品原価に配分する方法として平均法を用いること。

〔資 料〕

［生産データ］ ［原価データ］

月初仕掛品 800 kg（50％） 月初仕掛品原価

当 月 投 入 3,200 原 料 費 1,600,000 円

合 計 4,000 kg 加 工 費 749,500

差引：正 常 減 損 200 小 計 2,349,500 円

月末仕掛品 800 （50％） 当月製造費用

完 成 品 3,000 kg 原 料 費 7,520,000 円

（注）原料は工程の始点で投入し、 加 工 費 7,573,700

( )内は加工費の進捗度である。 小 計 15,093,700 円

合 計 17,443,200 円

問１ 正常減損は工程の終点で発生したものとして、その正常減損費をすべて完成品

に負担させる場合の総合原価計算表を完成しなさい。

総 合 原 価 計 算 表 （単位：円）

原 料 費 加 工 費 合 計

月 初 仕 掛 品 原 価 1,600,000 749,500 2,349,500

当 月 製 造 費 用 7,520,000 7,573,700 15,093,000

合 計 9,120,000 8,323,200 17,443,200

差引：月末仕掛品原価 （ ） （ ） （ ）1,824,000 924,800 2,748,800

完成品総合原価 （ ） （ ） （ ）7,296,000 7,398,400 14,694,400

問２ 正常減損は工程の途中で発生したものとして、度外視法による場合の総合原価

計算表を完成しなさい。 総 合 原 価 計 算 表 （単位：円）

原 料 費 加 工 費 合 計

月 初 仕 掛 品 原 価 1,600,000 749,500 2,349,500

当 月 製 造 費 用 7,520,000 7,573,700 15,093,000

合 計 9,120,000 8,323,200 17,443,200

差引：月末仕掛品原価 （ ） （ ） （ ）1,920,000 979,200 2,899,200

完成品総合原価 （ ） （ ） （ ）7,200,000 7,344,000 14,544,000

出所： 回( 年 月)第５問138 2014 11



チェック ２５１工業簿記２級講座
（解答解説２）

問１ 問２

仕掛品－原料費 仕掛品－原料費

月初 [800kg] 月初 [800kg]
1,600,000円 完成[3000kg] 1,600,000円 完成[3000kg]

7,296,000円 7,200,000円

投入[3200kg] 減損 [200kg] 投入[3200kg] 減損 [200kg]
7,520,000円 7,520,000円

月末 [800kg] 月末 [800kg]
1,824,000円 1,920,000円

仕掛品－加工費 仕掛品－加工費

月初 (400kg) 月初 (400kg)
749,500円 完成[3000kg] 749,500円 完成[3000kg]

7,398,400円 7,344,000円

投入 減損 [200kg] 投入 減損 [200kg]
7,573,700円 7,573,700円

月末 (400kg) 月末 (400kg)
924,800円 979,200円



チェック ２５２工業簿記２級講座
（問 題）

問題 Ｘ社は、同一工程で等級製品Ａ，Ｂ，Ｃを連続生産している。製品原価の計算方法

は、１か月の完成品総合原価を製品１個当たりの重量によって定められた等価係数に

完成量を乗じた積数の比で各等級製品に按分する方法を採用している。

［ ］ 、 、 、 ，次の 資料 にもとづいて 当月の月末仕掛品原価 完成品総合原価 等級製品Ａ

Ｂ，Ｃの完成品総合原価を計算しなさい。

なお、原価投入額合計を完成品総合原価と月末仕掛品原価に按分する方法には先入

先出法を用い、正常仕損は工程の終点で発生したので、正常仕損費はすべて完成品に

負担させる。この仕損品の処分価格はゼロである （ 点）。 20

［資料］

１．生産データ

月初仕掛品 400 個（25％）

当 月 投入 6,400

合 計 6,800 個

正常 仕 損 600

月末仕掛品 200 （50％）

完 成 品 6,000 個

（注）完成品はＡが4,000個、Ｂが1,500個、Ｃが500個である。また、材料は工程の

始点で投入し （ ）内は加工費の進捗度である。、

２．原価データ

月初仕掛品原価

直接材料費 560,000 円

加 工 費 180,000

小計 740,000 円

当 月 製造費用

直接材料費 5,120,000 円

加 工 費 7,920,000

小計 13,040,000 円

合計 13,780,000 円

３．製品１個当たりの重量（単位：g）

Ａ Ｂ Ｃ

200 400 800



チェック ２５２工業簿記２級講座
得

20氏名 （答案用紙） 点 ／

月 末 仕 掛 品 原 価 ＝ 円

完 成 品 総 合 原 価 ＝ 円

等級製品Ａの完成品総合原価 ＝ 円

等級製品Ｂの完成品総合原価 ＝ 円

等級製品Ｃの完成品総合原価 ＝ 円



チェック ２５２工業簿記２級講座
（解答解説） 各４点

月 末 仕 掛 品 原 価 ＝ ２８０，０００ 円

完 成 品 総 合 原 価 ＝ １３，５００，０００ 円

等級製品Ａの完成品総合原価 ＝ ６，０００，０００ 円

等級製品Ｂの完成品総合原価 ＝ ４，５００，０００ 円

等級製品Ｃの完成品総合原価 ＝ ３，０００，０００ 円

仕掛品－原料費

月初 [400] [400] 月末仕掛品原価 280,000円
560,000円 560,000円

完成[6000] 完成品総合原価 13,500,000円

[5600]
4,960,000円 ＜積数の算定＞

等級製品Ａ 200×4,000個＝ 800,000
投入[6400] 仕損 [600] 等級製品Ｂ 400×1,500個＝ 600.000
5,120,000円 等級製品Ｃ 800× 500個＝ 400,000

月末 [200] 計 1,800,000
160,000円

＜完成品総合原価の按分＞
等級製品Ａ

仕掛品－加工費 13,500,000円×800,000÷1,800,000
＝6,000,000

月初 (100) (100)
180,000円 180,000円 等級製品Ｂ

完成[6000] 13,500,000円×600.000÷1,800,000

(5900) ＝4,500,000
7,800,000円

等級製品Ｃ
投入[6400] 仕損 [600] 13,500,000円×400,000÷1,800,000
7,920,000円 ＝3,000,000

月末 (100)
120,000円

出所： 回(平成 年６月)第５問140 2015




